
 

  

 

 

 

 

 

9月 9日は 「救急の日」 
 

総務省消防庁が発表した「令和 7 年版 救急・救助の現況」によると、119 番通報から救急車が現場に

到着するまでの全国平均時間は約 9.8分でした。救急車が到着するまでの時間では、その場にいる人がで

きることをすることが重要です。いざというときに、行動できるように、確認してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 健 便 り        令和８年 9月４日   飯山満中・保健室 

学校管理下で怪我をしたら、医療費の給付が受けられます（加入者のみ）。詳しくは「日本スポーツ振興センター災害共済給付制度」で検索 又は 本校保健室へ 
 

AED は心臓の動きを自動解析し、電気ショックが

必要な人にだけショックを与えます。 

生徒の命を守るため、本校の

先生方は、8月に心肺蘇生法の

研修を行いました。 



 

 

 

 

バイスタンダー（bystander）は、英語では「傍観者」という意味ですが、 

救急現場では傷病者の命をつなぐ行動をとる人として重要視されています。 

そして、中学生でもできることがたくさんあります。勇気がいることですが、 

あなたの行動で傷病者の命を救い、社会復帰の可能性を高めることができ 

ます。 

 

できることを確認しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

爪
つめ

 伸びすぎていませんか？  

伸びすぎた爪は割れたり、はがれたりしてけがをしたり、周りの人を傷つけて 

しまうことがあります。手のひら側から見て、指先から爪が見えないくらいが 

BESTの長さです。伸びすぎている人は短く切りましょう。 

汗ふきタオル と 水筒 は、毎日持ってこよう！ 

    汗をかいたまま教室のエアコンの風に当たると、体が冷えて体調不良になることがあります。 

汗はタオルでふき取り、熱中症予防のための水分補給も忘れないようにしましょう。 

寝不足 や 朝食抜き は、体調を崩す原因です！ 

    この時期は、普段よりも運動量が増えるため、睡眠と食事が大切です。特に、朝食は 

午前中のエネルギーの源です。熱中症予防のためにもしっかりと食べましょう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

体育祭の練習が始まります 

インフルエンザに気をつけて 
 

船橋市では、2026年第 34 週（８／１７～２３）に、インフルエンザの定点当

たりの患者報告数が、「1.29」となり、国がインフルエンザの流行開始の目安とす

る「１」を上回りました。昨年より、3週間早い流行期開始となっています。 

暑い時はマスクをすると熱中症の心配があり、マスクの着用は難しいですが、咳

やのどの痛みなどの風邪症状がある場合、室内ではなるべくマスクを着用して周りの人

にうつさないように心がけましょう。※ 本校生徒の感染者数は、9/4(金)現在「0」です。 


